
「
消
防
団
」
と
は
消
防
署
員
と
は

違
い
、
他
に
本
業
を
持
ち
な
が
ら
地

域
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
活
動

す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
。「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
郷
土
愛
と
奉
仕
の
精
神

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
の
歴
史

は
古
く
、
明
治
5
年
に
建
築
関
係
者

で
組
織
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
。

現
在
、
札
幌
市
北
消
防
団
に
は

2
5
4
名
（
う
ち
女
性
52
名
）
が

所
属
し
て
お
り
、
自
営
業
、
会
社
員
、

主
婦
、
学
生
な
ど
様
々
な
世
代
が
活

篠
路
F
C
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
少
年
・
少
女
大
募
集
！

消
防
団
員
の

確
保
を
目
指
し
て

消
防
団
員
募
集

ラ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ク
シ
ー
が
運
行
開
始

躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
団
員
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
有
事
の
際
に
ま
ち
を
守
る

人
を
増
や
す
こ
と
が
関
係
者
た
ち
の

緊
急
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
北
消

防
団
で
は
、
今
回
札
幌
で
は
初
と
な

る「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ク
シ
ー
」を
考
案
。

消
防
団
員
募
集
の
広
告
を
タ
ク
シ
ー

車
両
に
貼
り
付
け
、
ま
ち
を
走
行
し

て
も
ら
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
で
、
ア
カ
ツ
キ
交
通
が
こ
れ
に

無
償
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▲目を引く鮮やかなオレンジ
色のデザイン

▲サイン済みの契約書を持つ
　渡邊団長（左）と春原社長

▲今年度のチームメンバー

▲練習中の一コマ

▲女の子も頑張っています

篠
路
茨
戸
防
犯
協
会
が
、
こ
の
た

び
令
和
2
年
度
の
防
犯
功
労
者
等
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
の
安
全
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
個

人
や
団
体
に
対
し
て
、
北
海
道
警
察

と
北
海
道
防
犯
協
会
連
合
会
が
連
盟

表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、

札
幌
市
内
の
防
犯
協
会
1
6
0
団

体
の
中
で
、
篠
路
茨
戸
防
犯
協
会
を

含
む
4
団
体
が
受
賞
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
同
協
会
の
伊
藤
英
夫
会
長
も

「
貴
重
な
表
彰
を
い
た
だ
き
、
非
常

に
あ
り
が
た
い
」
と
喜
び
の
声
を
あ

げ
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
平
成
24
年
の
結
成
以

降
、
小
学
校
の
登
下
校
の
見
守
り
や

街
頭
啓
発
な
ど
の
活
動
に
勤
し
み
、

こ
れ
ま
で「
札
幌
北
防
犯
協
会
連
合

会
長
表
彰
」「
札
幌
市
防
犯
団
体
連

合
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
、
街
頭
活
動
を
自
粛
し
て
き
ま

し
た
が
、
青
色
回
転
灯
車
5
台
で
の

見
回
り
パ
ト
ロ
ー
ル
や
個
人
で
の
見

守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に

今
の
時
期
は
冬
タ
イ
ヤ
の
盗
難
が
多

発
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
警
戒
も

強
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

伊
藤
会
長
は「
現
在
は
篠
路
茨
戸

の
町
内
会
長
や
防
犯
部
長
な
ど
78
名

が
所
属
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
住

民
に『
見
せ
る
・
知
ら
せ
る
』
防
犯

活
動
を
展
開
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

6
月
ま
で
練
習
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
再
開
後
は
公
式
試
合
で
大

活
躍
。
成
績
順
で
位
置
付
け
ら
れ
る

北
区
の
リ
ー
グ
1
～
5
部
の
中
で
、

篠
路
F
C
は
2
部
に
属
し
て
お
り
、

1
部
昇
格
が
目
標
と
の
こ
と
で
す
。

監
督
歴
20
年
の
久
保
田
博
樹
さ
ん

は「
中
学
・
高
校
と
、
長
く
楽
し
く

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
小
学
生

で
必
要
な
基
礎
的
な『
止
め
る
』『
運

ぶ
』
と
い
っ
た
技
術
を
身
に
つ
け
さ

せ
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

現
在
は
小
学
1
～
6
年
生
ま
で
が

36
名
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
女

の
子
も
数
名
い
ま
す
。
人
数
が
少
な

少
子
化
と
習
い
事
が
多
様
化
し
て

い
る
現
代
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の
人

口
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
中
で
奮
闘
し
て
い
る
の
が「
篠

路
F
C
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」。
創
立

の
歴
史
も
古
く
、
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
大
会
で
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

い
た
め
、
大
会
な
ど
で
活
躍
で
き
る

場
も
多
く
、
今
が
入
会
の
チ
ャ
ン
ス

だ
そ
う
で
す
。
地
元
の
小
学
生
が
多

い
で
す
が
、
北
区
周
辺
に
お
住
ま
い

な
ら
О
K
。

技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と

礼
儀
作
法
も
身
に
つ
く
サ
ッ
カ
ー
。

興
味
の
あ
る
お
子
さ
ん
、
保
護
者
の

方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
ず

は
見
学
・
体
験
か
ら
始
め
ま
せ
ん

か
？

告
料
が
発
生
す
る
タ
ク
シ
ー
広
告
を

無
償
で
契
約
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
た
い
」
と
礼
を
述
べ
、
春
原

社
長
も「
こ
の
広
告
を
広
く
周
知
さ

せ
て
、
地
域
貢
献
す
る
人
が
増
え
て

ほ
し
い
」と
答
え
ま
し
た
。

続
い
て
車
両
披
露
が
行
わ
れ
る
と
、

ア
カ
ツ
キ
交
通
の
所
有
す
る
ト
ヨ
タ

プ
リ
ウ
ス
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
広
告

に
、
関
係
者
も
拍
手
喝
采
。
オ
レ
ン

ジ
色
を
背
景
に
、
北
区
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぽ
っ
ぴ
い
と
消
防

団
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
両
は
今
後
1
年
間
、
北
区
北
部

を
中
心
に
走
行
す
る
そ
う
で
、
渡
邊

団
長
も「
良
い
効
果
を
期
待
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
す
。

消
防
団
の
入
団
資
格
は
、
18
歳
以

上
の
男
女
で
、
採
用
さ
れ
る
消
防
団

の
区
域
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
・
通

学
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で
。

☎

︎
7
3
7
︲
2
1
0
0

10
月
15
日
（
木
）

の
運
行
開
始
式
で
は
、

ま
ず
北
消
防
団
の
渡

邊
団
長
と
ア
カ
ツ
キ

交
通
の
春
原
社
長
が

契
約
を
締
結
。
渡
邊

団
長
は「
通
常
、
広

ケ
6
0
0
円
）
と
い
う
こ
と
で
、

女
将
の
手
作
り
の
家
庭
料
理
が
楽

し
め
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ア

ワ
ー
（
開
店
時
間
の
午
後
5
時
～

7
時
の
2
時
間
限
定
）
の
生
ビ
ー

ル
で
、
通
常
1
杯
5
0
0
円
の

と
こ
ろ
が
3
5
0
円
で
提
供
。

お
客
様
は
お
ひ
と
り
様
も
多
い

よ
う
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
女
将
と
の

会
話
を
楽
し
み
に
来
る
方
も
多
く
、

複
数
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
用
に
小
上
が

り
も
あ
り
ま
す
。
美
味
し
い
家
庭
料

理
の
居
酒
屋
で
、
和
や
か
な
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

発

行
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し
た
」
と
言
う
の
は
、
女
将
の
小
松

順
子
さ
ん
。
お
店
の
P
R
も
せ
ず

細
々
と
経
営
し
、
口
コ
ミ
で
徐
々
に

お
客
様
が
増
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

一
般
的
な
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
は

も
ち
ろ
ん
、
ご
飯
も
の
、
揚
げ
物
の

ほ
か
、
焼
き
魚
も
豊
富
な
種
類
が
あ

り
、
10
月
か
ら
は
お
で
ん
も
開
始

（
1
品
1
2
0
円
）。
一
番
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
ザ
ン
ギ
と
手
羽
揚
げ（
5

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
飲
食

店
の
経
営
悪
化
が
目
立
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
中
、
4
月
に
開

店
し
た
の
が
こ
ち
ら
の
居
酒
屋
。

「
世
の
中
が
自
粛
の
真
っ
た
だ
中

と
い
う
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

オ
ー
プ
ン
で
し
た
が
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
地
元
の
お
客
様
た
ち
に

支
え
ら
れ
て
、
こ
の
半
年
間
な
ん

と
か
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま 「 

和
み
処 

小
粋
」

家
庭
料
理
と

女
将
と
の
会
話
が
楽
し
め
る

お
店
探
訪

G
O
G
O!

!

▲（左から）小野副会長、伊藤会長、熊澤副会長

▲横新道沿いにあります

▲清潔感のある店内には小上
がりとカウンター

▲ボトルキープもこんなに

70 歳以上のお客様を対象に、販売所所員が電球交換などチョットしたお手伝いをします。
詳しくは販売所までお問合せください。「チョットお助けサービス」

▼
住
所
：
篠
路
3
条
3
丁
目

1
︲
1
　
吹
田
ビ
ル
1F

▼
電
話
：
7
7
6
︲
5
1
2
3

▼
営
業
時
間
：
午
後
5
時
～
0
時

▼
定
休
日
：
火
・
第
1
月

▼
対
象
：
北
区
周
辺
に
お
住
ま
い
の

小
学
1
～
6
年
生
の
男
女

▼
活
動
日
：【
夏
季
】火
・
木
・
金
・
土

（
篠
路
西
小
・
篠
路
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
冬
季
】水
・
金
・
土
・
日（
篠
路
小
・

太
平
小
体
育
館
）

※
土
日
は
練
習
試
合
や
大
会
も
あ
り

ま
す

▼
時
間
：
午
後
4
時
～
6
時
　

▼
HP
：  http

：//w
w

w.shinoro-fc.org

▼
問
い
合
わ
せ
：
0
9
0
︲

3
7
7
4
︲
8
6
2
0
（
久
保
田

監
督
）

※
HP
内
か
ら
メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
り

篠
路
茨
戸
防
犯
協
会

防
犯
功
労
者
等
表
彰
　
受
賞
！



販
売
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
11
月
の
新
聞
休
刊
日
は
９
日

（
月
）で
す

☆
道
新
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク

道
新
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
は
奇

数
月
発
行
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。次
号
は

「
元
気
な
う
ち
に
終
活
」（
仮
）。

発
行
は
11
月
下
旬
で
す
。

タクシーの
ご用命は 771-6000

771-2631☎011-
アカツキ・タクシー無線センター

「地域見守り隊」
あんぜん・あんしんパトロール運動に

参加しています。 乗務員募集中! ７７１-２６３２乗務員募集中! ７７１-２６３２

札幌市北区百合が原4丁目10番8号アカツキ交通株式会社

な な い ろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪
観光ハイヤー 商用貸切

https://yachida-dental.com/
〒002-8081
札幌市北区百合が原9丁目14番2号

火～土
9：00～18：00☎011-771-1810

お陰様で創業85周年をむかえました。
100年企業をめざして

新時代に添う店舗をつくるために
コロナ対策を徹底しています。

あなたを美しく
健康にする店

札幌市北区篠路３条５丁目６-27

日
本
文
化
あ
れ
こ
れ

七
五
三
は
な
ぜ
7
歳
、
5
歳
、
3

歳
に
お
参
り
す
る
の
か
ご
存
じ
で
す

か
？
男
の
子
と
女
の
子
で
年
齢
が

違
う
の
も
不
思
議
で
す
ね
。
今
回
は

七
五
三
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
七
五
三
の
由
来
は
？

七
五
三
の
お
参
り
は
江
戸
時
代
初

期
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
医
療
技
術

の
発
達
し
て
い
な
い
当
時
は
、
子
供

が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
り
、

幼
児
期
に
病
気
を
す
る
こ
と
が
多
く
、

5
代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
、
旧
暦
の
11

月
15
日
に
自
分
の
長
男
が
無
事
成
長

す
る
よ
う
神
社
に
健
康
祈
願
の
お
参

り
を
し
た
こ
と
が
、
七
五
三
の
起
源

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
7
歳
・
5
歳
・
3
歳
の
意
味
は
？

7
歳
、
5
歳
、
3
歳
で
行
う
理
由

は
、
平
安
時
代
に
公
家
の
間
で
行
わ

れ
て
い
た
儀
式
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

3
歳
：
髪
置
き
の
儀

幼
い
う
ち
に
頭
髪
を
剃
っ
て
お
く

と
、
健
康
で
美
し
い
髪
が
生
え
る
と

信
じ
ら
れ
て
お
り
、
昔
は
男
女
問
わ

ず
3
歳
ま
で
髪
を
剃
っ
て
い
て
、
3

歳
か
ら
髪
を
伸
ば
し
始
め
る
と
い
う

意
味
の
儀
式
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

子
供
に
な
る
節
目
の
年
な
の
で
、
男

の
子
と
女
の
子
ど
ち
ら
も
行
い
ま
す
。

5
歳
：
袴
着
の
儀

男
の
子
が
、
子
供
用
の
着
物
か
ら

袴
を
着
始
め
る
儀
式
で
す
。
武
家
の

男
の
子
は
こ
の
儀
式
を
境
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

7
歳
：
帯
解（
お
び
と
き
）の
儀

子
供
用
の
付
け
紐
で
は
な
く
、
大

人
の
女
性
と
同
じ
よ
う
に
幅
の
広
い

帯
を
使
い
始
め
る
と
い
う
意
味
の
儀

式
で
す
。
一
人
で
帯
を
結
べ
る
よ
う

に
な
る
節
目
の
年
で
、
一
人
前
の
女

性
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味

で
す
。

▲まめちゃん 
（ミニチュアダックス♀ 10才）

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
い

方
は
編
集
部
ま
で
。
ペ
ッ
ト
の
種
類
は

問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
自
慢
、

ど
し
ど
し
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
太
平
神
社
～

～
太
平
神
社
～

太
平
地
区
に
は
神
社
が
な
い
。

そ
う
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
？実

は
、
昭
和
47
年
ま
で「
太
平

神
社
」
は
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

場
所
は
、
現
在
の
屯
田
5
条
1
丁

目
あ
た
り
の
、
石
狩
街
道
と
創
成

川
に
挟
ま
れ
た
川
の
脇
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

昭
和
25
年
、
太
平
地
区
の
住
民

た
ち
が
勤
労
奉
仕
に
よ
り
神
社
を

建
立
。
大
正
13
年
頃
、
北
16
西
4

の「
北
野
神
社
」の
ご
神
体
を
祀
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
地
域
住
民
の

手
で
つ
く
ら
れ
た
神
社
は
、
運
営
も

住
民
の
中
か
ら
総
代
を
数
名
選
出
し
、

秋
祭
り
を
催
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年

9
月
5
日
に
行
わ
れ
る
五
穀
豊
穣
を

祝
う
こ
の
秋
祭
り
で
は
、
神
社
の
境

内
で
相
撲
、
芝
居
、
映
画
の
上
映
な

ど
が
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

し
か
し
お
社
の
老
朽
化
に
伴
い
、

太
平
神
社
は
昭
和
47
年
に
そ
の
役
目

を
終
え
る
こ
と
に
な
り
、
ご
神
体
は

篠
路
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
す
。
お
社

歴歴
史史
散散

歩歩

▲解体される太平神社

▲検討委員会の様子

ふ
れ
あ
い
わ
が
街
編
集
部　

佐
々
木

T
E
L
⁄
F
A
X
：
2
9
9
┃
3
7
9
4

E-m
ail

：5821@
d4.dion.ne.jp

我
が
家
の

我
が
家
の

ペ
ッ
ト

ペ
ッ
ト

「
七
五
三
あ
れ
こ
れ
」

「
七
五
三
あ
れ
こ
れ
」

北消防署警防課篠路出張所 北区篠路２条4丁目7-20 ☎７７１－２５１０相談・お問い合わせ先

❶火事ですか。救急車ですか。
最初に火事なのか、救急車なのか答えてください。

❷住所を教えてください。
何番何号、マンション名、号室、宅名までを正確に答えてください。
分からないときは目標になるものを教えてください。

❸状況を教えてください。
誰に何があったか、意識があるか、呼吸をしているか。
どこで何が燃えているのか等、1つずつ質問します。

❹最後まで質問に答えてください。
聴いた内容は、出動している消防部隊に伝えています。
安全な状況であれば、落ち着いて応答する声に耳を傾けてください。

11月 9日は
『119番の日』です

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ

119番通報のコツは
「聞かれたことに答えること」です。
電話の指令員から聞かれたことに答えてください。

道
新
中
西
販
売
所

業
務
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

篠
路
駅
周
辺
地
区

第
1
回 

検
討
委
員
会
が
開
催

先
月
、
篠
路
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
協
議
会
が
開

か
れ
、
地
域
の
代
表
者
た
ち
が
様
々

な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
受
け
る
形
で
、
10
月
7
日（
水
）

に
第
1
回
の
検
討
委
員
会
が
篠
路
コ

ミ
セ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

前
回
の
協
議
会
と
大
き
く
違
う

の
は
、
メ
ン
バ
ー
が
地
域
住
民
で
は

な
く
、
各
分
野
の
専
門
家
と
い
う
点
。

札
幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

や
北
大
大
学
院
工
学
院
、
北
星
学
園

大
学
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
や
経
済
の

プ
ロ
、
さ
ら
に
、
地
元
か
ら
も
北
門

信
金
・
J
A
さ
っ
ぽ
ろ
・
ア
ー
ク

ス
の
支
店
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

七
五
三
は
本
来
数
え
年
で
行
う
も

の
で
し
た
が
、
現
在
は
満
年
齢
で
行
う

ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。
子
供
の

成
長
具
合
や
家
族
の
都
合
な
ど
を
考

慮
し
て
決
め
る
と
良
さ
そ
う
で
す
ね
。

地
域
協
議
会
と
連
携

情
報
は
こ
ち
ら

道
新
中
西
販
売
所
で
は
、
一
緒
に

働
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容
：
新
聞
業
務（
朝
夕
刊
・
チ
ラ

シ
配
達
、
集
金
）、
及
び
屋
内
で
の

作
業（
営
業
業
務
は
な
し
）

▼
資
格
：
20
～
40
歳
く
ら
い
　

※
要
普
通
免
許

▼
給
与
：
1
ヶ
月
見
習
い
期
間
後
、

当
販
売
所
規
格
に
よ
る
（
見
習
い

期
間
中
は
15
～
18
万
円
）

▼
休
日
：
4
週
6
休
制
（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
）

▼
待
遇
：
昇
給
年
1
回
、賞
与
年
2
回
、

各
社
保
完
備
他

◎
写
真
付
履
歴
書
を
持
参
、
も
し
く

は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で
。

1
0
1
2
0
︲
2
2
2
︲
9

︎

6

︎
3
︎

道
新
中
西
販
売
所

篠
路
3
条
7
丁
目
3
︲
19

で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
ま
ち
づ
く
り
構
想
が
よ

り
具
体
化
さ
れ
、「
駅
前
に
企
業
を

誘
致
し
た
い
」
と
い
う
提
案
に
対

し
、「
ど
の
よ
う
な
環
境
条
件
に
な

れ
ば
企
業
に
進
出
し
て
も
ら
え
る
か
、

ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
」

「
企
業
は
人
口
と
年
間
消
費
で
年
商

を
割
り
出
し
、
出
店
を
決
め
る
。
人

口
を
今
以
上
に
減
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
な
い
と
商
業
施
設
は
出
店
し
づ
ら

い
」
な
ど
、
建
設
的
な
話
し
合
い
と

な
り
ま
し
た
。

札
幌
市
主
催
の
一
連
の
会
議
は
、

地
域
協
議
会
と
検
討
委
員
会
と
並
行

し
て
進
め
て
い
く
予
定
で
、
今
回
の

結
果
を
第
2
回
地
域
協
議
会
に
つ
な

げ
て
い
く
そ
う
で
す
。

１歳半の時に里子にもらいま
し た。珍 し い 牛 模 様 の 女 の 子 
です。

そ
の
後
、
太
平
地
区
の
宅
地
化

が
進
み
、
今
は
神
社
の
名
残
を
と

ど
め
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
地
域
の
人
た
ち
の
手

で
解
体
さ
れ
、
短
い
歴

史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（2）　333号  2020年11月号


